
資料３ 

計画小委員会の検討状況について 

 

 

下水道ビジョン２１００に示された新たな下水道施策のコンセプトである「循

環のみち」と、これを支える「水のみち」、「資源のみち」及び「施設再生」の３つ

の基本方針を踏まえつつ、現下の下水道が直面している課題を解消するため、

平成１８年２月以降、５回の審議を重ね、平成１８年９月に、今後１０年という中

期の下水道政策のあり方と、施策ごとの目標と具体施策について、計画小委

員会の中間報告がとりまとめられた。 

 

計画小委員会では、この中間とりまとめに対して国民から広く意見を聴くた

め、インターネットによる意見募集を実施している。 

 

また、国土交通省では、本中間とりまとめをもとに、下水道に関わる多くの

方々に下水道政策のあり方や整備目標について議論いただくべく、１０月から

１１月の間、本省や地方整備局ブロック毎に、市町村長や関係業界団体等と

意見交換を実施するとともに、都道府県に対して、管内の市町村等と意見交

換を行った上で、幅広く意見や提案を提出するよう要請しているところである。 

さらに、日本下水道協会においても、会員である地方公共団体に対して、本

中間とりまとめに関する意見募集を行い、意見の集約を行うこととしている。 

 

これらの取組による国民、地方公共団体等の下水道に関係する多くの方々

の意見を踏まえ、計画小委員会において更なる審議を行った上で、１月を目

途に最終とりまとめを行う予定としている。 

 

 



下水道政策研究委員会計画小委員会審議経過 

 

 

  平成 18 年 2 月 17 日 第１回小委員会 

        ○中期の下水道施策について 

 

        3 月 13 日 第２回小委員会 

        ○中期の下水道政策のあり方及び具体的な施策について 

          ・公衆衛生の向上・生活環境の改善 

          ・浸水の防除 

          ・公共用水域の水質の改善 

 

        4 月 26 日 第３回小委員会 

        ○中期の下水道政策のあり方及び具体的な施策について 

          ・健全な水循環の再構築 

          ・資源のみち 

          ・下水道施設空間の活用 

          ・事故の未然防止対策・下水道施設の資産管理 

 

        5 月 31 日 第４回小委員会 

        ○中間取りまとめ案について 

        ○各施策の中期のあり方と具体的な施策について 

        ○下水道事業マネジメントのあり方について 

 

        6 月 27 日 第５回小委員会 

        ○中間報告（案）について 
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